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第第第第８８８８号号号号    

２０１２０１２０１２０１７７７７年年年年    
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浄泉寺浄泉寺浄泉寺浄泉寺住職（住職（住職（住職（ペンネームペンネームペンネームペンネーム：：：：望月望月望月望月

もちづき

廣廣廣廣

こう

次郎次郎次郎次郎

じ ろ う

））））のののの新刊小説新刊小説新刊小説新刊小説『『『『役僧役僧役僧役僧

やくそう

たちの反乱たちの反乱たちの反乱たちの反乱』』』』    
 

人間を貶める〈差別〉はすでに、教義の使徒たちの意識を占めるまでにはびこっ

ていた。宗門のただ中にいる住持でなければ描きだせるはずのない、稀にも稀な

ヒューマン小説。金

きむ

時

し

鐘

じょん

氏推薦！ 
 
【単行本】200 頁 
【出版社】作品社 
【定 価】本体 1600 円（税別） 
【発売日】2016 年 9 月 3 日 
全国の主要書店他、Amazon.co.jp 等インターネットショップでもお求めいただけます。 
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＜発行元・問い合わせ＞        

真 宗真 宗真 宗真 宗

しんしゅう

大谷派大谷派大谷派大谷派

おおたには

    楠林山楠林山楠林山楠林山

なんりんざん

    浄浄浄浄

じょう

    泉泉泉泉

せん

    寺寺寺寺

じ

 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３  電話 0799-22-4798 
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（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ⑥⑥⑥⑥        ～～～～    法法法法

ほう

    名名名名

みょう

    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    ～～～～    

このコーナーでは、皆さんのご家庭にあるお内仏（仏壇）についてのアレコレを連載します。 

             「愚

ぐ

禿

とく

釋

しゃく

親

しん

鸞

らん

」、これは私たち真 宗

しんしゅう

大谷派

おおたには

の宗祖

しゅうそ

・親鸞

しんらん

聖 人

しょうにん

が

生前から名のられたお名前です。「あれ？法 名

ほうみょう

って亡くなってから

の名前ちゃうの？」そう思われた方もおられるかと思います。 

             浄土真宗

じょうどしんしゅう

では、戒 名

かいみょう

ではなく「法 名

ほうみょう

」といい、仏法

ぶっぽう

を聞いて生 

きていきますという自らの名のりという意味があり、必ず「 釋

しゃく

」の 

字がつきます。釋の字はつまり、お釈迦

し ゃ か

さまの「釋」で仏弟子とい 

う意味があります。女性の場合は「 釋

しゃく

尼

に

○○」となり、サンスクリ 

ット語の女性を表す語尾の変化がその由来といわれています。浄泉 

寺で葬儀を行う場合は、必ず法名をおつけしますが、法名は亡くな 

った方のお名前ということではなく、仏様の教えを聞いて生きてい 

くということの名のりですから、ぜひ思い立った時に帰敬式

ききょうしき

（おか 

みそり）を受けていただき、悩み苦しみ多き「今」こそ仏法を聞い

て生きていくということが大切なのではないでしょうか。法名を名のる、それは私が新たな名

と歩みを賜るもう一つの誕生日です。勝った負けた、損か得か、我が我が、そんな毎日です

が、それを超えた世界（浄土

じょうど

）から私の今の姿を聞いていく、それが仏弟子

ぶ つ で し

の歩みなのです。 

なお、帰敬式（おかみそり）は京都の真 宗 本 廟

しんしゅうほんびょう

（東本願寺

ひがしほんがんじ

）で基本的に毎日受式すること

ができますし、浄泉寺でも行うことができます。いずれの場合も詳しくはお寺までお問い合わ

せください。                          (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

) 

 

法名軸

ほうみょうじく

･･･亡くなった方の

法名は写真のようにお軸に

してお内仏

ないぶつ

(仏壇）左右側面

に掛けたり、過去帳

かこちょう

にしま

す。詳しくは、お寺までお

問い合わせください。 

平成平成平成平成 22229999 年年年年(201(201(201(2017777 年年年年))))    年忌表年忌表年忌表年忌表 

ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さまの教えを今

生きる私たちが聞かせていただく大切な機会です。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    平成 28 年(2016 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    平成 27 年(2015 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 23 年(2011 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 17 年(2005 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 13 年(2001 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 5 年(1993 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    昭和 60 年(1985 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 43 年(1968 年)亡 


